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交換留学帰国報告書 

 

記入月日: 平成 30年 1月 28日 

氏   名: 西郡 優季 

留学時所属＆学年： 国際地域学部グローバルアプローチ 3年 

  

留学先大学 文藻外語大学 

留学先国 台湾 

留学期間 1学期間 

留学開始－終了日 2018年 9月 11日 － 2019年 1月 19日 

 

報告書上での氏名公開について （どちらかに〇をつけてください。） 

帰国報告書 ： 公開を 希望します ・ 希望しません 

月例報告書 ： 公開を 希望します ・ 希望しません 

------------------------------------------------------------------ 

【留学前：留学に至った経緯や留学準備について】 

 

1. 交換留学を希望した動機について教えてください。 

留学をしてみたかったから。 

 

2. 留学準備を始めた時期はいつ頃ですか。何から準備を始めたかについても教えてください。 

大学 2年生の後期から留学先大学について調べ始めました。大学 3年の 4月から各書類

を用意し始めました。健康診断書の提出が必要なのですが、発行されるのに割と時間がかか

るので早めに準備しておくといいと思います。 

 

3. 留学先を決めた経緯について教えてください。また、派遣先の大学や現地情報についてどの

ように情報収集を行いましたか。 

大学 2年時に第二外国語で中国語を学習していたことと、台湾に旅行した際とても良い印象

を持ったので、台湾を留学先に決めました。文藻外語大学にした理由は、台湾で唯一の外国

語大学だったからです。 

 

4. 留学に向けての語学試験対策、各種語学能力試験などの受験回数について教えてくださ

い。 

学内開催の TOEFL ITP を 4,5回ほど受けました。 

対策は、レーナー先生の対策講座を受けたり、自分で対策本を買って勉強していました。 
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5. 留学準備を進める際に役に立ったことについて教えてください。 

（例：助言教員、国際課、留学経験者からのアドバイス、大学情報ウェブ、留学オアシスなど） 

助言教員、国際課の皆さんからのアドバイスやサポート。 

 

6. 渡航前の履修登録や単位認定に関して、苦労したことやアドバイスはありますか。 

渡航前に考えていた授業とは全く違う授業を取ることになり、留学してから履修の組み直しに

苦労しました。 

 

【留学中：大学生活や日常生活について】 

 

A. 大学生活 

 

1. 大学の校風や雰囲気はどうでしたか。 

授業が終わってからも、生徒は夜遅くまでグラウンドで運動したり、友達と喋っているので、いつ

も学生がいて、賑やかだなという印象を受けました。 

 

 

2. 大学構内の設備（ネット環境、学習支援、スポーツ施設等）について教えてください。 

Wi-Fi有り。ジムを使用することはできますが、申請する必要があります。 

 

3．参加していたサークルや部活はありますか。部員の数や活動内容、イベントなどについて詳し

く教えてください。 

ないです。 

 

B. 授業や勉学 

 

1. 留学先で履修した科目 

１ ●科目名（担当教員名）：日語口語訓練（久保田佐和子） 

●時間数／週（単位数）：2時間/週(2単位) 
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●クラスの学生数： 約 25名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

2週に 1度の頻度でテーマに沿った内容をグループ発表します。主に文藻の日本語

学科の生徒が履修しているので、文藻の学生の友達がたくさんできます。予習・復習

は必要ないですが、発表準備をする必要があります。 

２ ●科目名（担当教員名）：INTERNATIONAL RELATIONS（張競） 

●時間数／週（単位数）：3時間/週(3単位) 

●クラスの学生数： 約 50名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

毎回授業中に出てきた分からない単語について調べ、フィードバックを書くという課題

が出されます。 

３ ●科目名（担当教員名）：日本歴史（倉本知明） 

●時間数／週（単位数）：2時間/週(2単位) 

●クラスの学生数： 約 50名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

授業内容は縄文時代から江戸時代までの日本歴史についてです。その中の時代の

出来事についてグループプレゼンテーションをする必要があります。 

４ ●科目名（担当教員名）：時代華語ⅠMODERN CHINESEⅠ（陳綺倫・陳怡伊） 

●時間数／週（単位数）：10時間/週 

●クラスの学生数： 12名 

●授業内容・課題（予習・復習の方法等）： 

この中国語のクラスは平日毎日行われていました。毎日単語の小テストがあり、中間

テストは口頭試験、期末は筆記試験がありました。各章ごとにグループワークがあった

ので、発言する機会がたくさんありました。 

 

2. 授業を受けるにあたって心掛けていたこと、努力や工夫をしたことはありますか。 

授業でわからないことがあったら先生や学生に聞いて理解するようにしました。 

 

3. 学習面で困ったことや、その解決方法について教えてください。 

主に中国語のクラスで躓くことがありましたが、私は「小老師」という文藻の学生による中国語

指導制度を利用していたので、毎回そこで自分のわからないことを質問して解決していまし

た。英語のクラスでも「study mate」という、同じ授業を取っている文藻の学生が授業について

教えてくれることがありました。 
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4．授業スタイルはどのようなものでしたか（講義聴講、ディスカッション等）。また、それに対して

どのような印象を持ちましたか。 

中国語の授業では、基本的に会話がメインでした。 

英語の授業では、先生にいきなり質問されて答えるという感じでした。授業内容が国際関係だ

ったので、質問内容も難しかったです。 

 

5．お薦めの教員や授業などがあれば教えてください。 

 

 

C. 居住環境や日常生活 

 

1. 居住場所について教えてください。 

形態 ☐寮 ☒アパート ☐ホームステイ ☐その他（    ） 

部屋人数 （ 1 ）人部屋 

寮・アパート名 達亞國際 e化大樓 

家賃に含まれた

費用 

☐光熱費 ☐水道代 ☐インターネット代 ☐食費 

☐その他（                                    ） 

ネット環境 ☒有 ☐無  

室内設備 

☒ベッド ☒机 ☒椅子 ☒クローゼット ☐電話 ☒トイレ  

☒テレビ ☒シャワー・浴室 ☐キッチン ☒冷暖房機器  

☒その他 （冷蔵庫・冷凍庫                          ） 

共用設備 

（洗濯室、コンビニなど自由に記入してください。） 

洗濯室 

ウォーターサーバー 

 

2. 大学、住居周辺の施設について教えてください。 

（銀行、現地のスーパー、日本食レストランやスーパーの有無など） 

スーパー、コンビニ、レストランがあるので食べる事に関しては何も困ることはないと思います。 

また、バス停も近くにあるので交通に関しても問題ないです。 

 

3. 現地銀行開設の有無や、現金入手方法、クレジットカードの利用頻度などについて教えてく

ださい。また、留学費用や現地での支出の管理はどのようにしていましたか。 

キャッシュカードは、出発間際になって使えないことが判明したので大体の必要金額を現金で

持参しました。クレジットカードは 1回しか使用しませんでした。 
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4. 渡航直後に必要だったものや、あって便利だったものを教えてください。また留学期間を通

し、日本から持参すべきだったもの、持参しなくてもよかったと思うものはありますか。 

年中蚊がいたので、虫刺され跡が絶えませんでした。ムヒや虫よけスプレーなど持参すべきだ

ったと思いました。 

 

5. 留学にかかる必要経費について教えてください。（現地通貨＝NTD）（例：US ドル） 

内容 金額 内容 金額 

渡航費 37,876円

+6,190NTD 

食費 20,000NTD 

保険代 73,060円 家賃 29,000NTD 

予防接種・ビザ代 26,700円 教科書代 1,665NTD 

交際費（外食等） 20,000NTD その他 15,000NTD 

 

                                       

 

6. 文化・習慣の違いなどで気をつけていたことやアドバイス（服装・マナーなど）があれば教えて

ください。 

台湾はバイクが多く、道を横断する際とても怖いので、十分気を付けてください。 

 

D．健康管理 

 

1. 周辺の病院や学内での医療サービスについて教えてください。 

大学周辺に病院や歯医者があります。 

 

2. 留学中に通院や入院はしましたか。その際にかかった医療費はいくらでしたか。 

しませんでした。 

 

3．渡航前に必要だった健康診断や予防接種、日本から持参した薬などはありますか。 

渡航前に日本で健康診断を受ける必要がありました。一応痛み止めの薬を持っていきまし

た。 

 

 

 

 

 

合計：  約 46万円            
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【留学後：成果や今後の進路について】 

 

1. 交換留学の成果について教えてください。 

留学前に設定した目標が達成できたか/留学先での学業や生活を通して学んだこと/留学前に期待した以上に達

成できたこととその理由/留学中、特に努力したことや心掛けたこと/留学を終えて変わったことなど 

留学前に設定した目標は、英語と中国語のスキルアップです。英語開講科目は残念なが

ら中国語の授業と被っていたということもあり全然取れませんでした。しかし、中国語は毎日中

国語のクラスがあったということもあり、自分ではとても伸びたと思います。留学前までは書い

て、見て、何となく分かる程度で、留学を始めた直後はお店に買い物に行っても英語が通じず

すべて中国語だったので外へ出るのが怖くなりあまり外に出ませんでした。しかし、留学中に中

国語が少しずつ話せ、聞き取れるようになったおかげでどんどん自分から外へ出かけるように

なりました。 

私はもともとコミュニケーションがうまくないのですが、留学をしてからその面でも変わったと

思います。台湾は外食文化ということもあり、授業が終わった後、友達を誘ってご飯を食べに

行ったり、放課後や休日には台湾人の友達や中国語クラスのクラスメイトを誘って遊びに行っ

たりしました。留学をしたことで自分の中身が成長できたということがとても大きな成果でした。 

 

2. 留学中に達成が出来なかったことやその理由、反省点があれば教えてください。 

中国語のクラスと、自分が受けたかった英語開講科目の授業がほとんど被っていたので、あ

まり英語開講科目を取ることができなかったです。 

 

3. 今後の目標や挑戦したいこと、進路や就職活動について教えてください。 

HSKなどの語学検定を受けること。 

 

4. あなたの留学先へ交換留学を考える福井大学生へのメッセージをお願いします。 

台湾ではバイクの交通マナーに気を付ければほぼ安全に生活できると思います。台湾の料

理は安くて美味しいものがたくさんあるので、ぜひ色々な台湾料理に挑戦してみてください。台

湾人は本当に優しく、必ずと言っていいほどご飯を食べに行ったらお店の人が話しかけてきてく

れます。困ったことがあった際に人に尋ねると必ず助けてくれました。台湾は本当に親切で良

心的な国だと思います。 

文藻外語大学は、毎日中国語のクラスがあるので、中国語を伸ばしたい！という方には本

当におすすめの大学です。ただ、その分予習復習は大変です。また、外語大学ということもあ

り、韓国語、スペイン語など他の外国語の授業もとることができます。 

留学を通して私自信とても成長することができた、良い機会でした。皆さんの留学が実りあ

るものになることを願っています。 
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